
ち

t 

-:n 817 

o 

知
と
努
力
に
よ
り

y

さ
ら
に
す
は
司，

し
い

ま
ち
に
す
る
願
い
を
こ
め

て

こ
こ
に
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

J.~ 
今年も夏本番が到来し、 6月18日市内小学校のト ップをき って、豊殿小学校と東小学校で 「ブール

I#Jき」カ、行わ jしました。

こどもたちは、夏の問水と親しみながら、ま っ黒に日焼けして夏の終る頃には、またひと つ成長し

ていることでしょう 。(写真は豊殿小学校でのプール聞き)
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( 6月l日現在)

(+ 115) 

(+ 129) 

(+ 75) 

(+ 40) 

112，043人

57，391人

世帯数 33，573世帯

( )内は前月比です。

54，652人
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男

女
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本
日
こ
こ
に
昭
和
五
十
五
年
六
月
定

例
市
議
会
を
招
集
い
た
し
ま
し
た
と
こ

ろ
、
議
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

公
私
と
も
お
忙
し
い
と
こ
ろ
ご
出
席
を

賜
り
ま
し
て
、
ま
こ
と
に
ご
苦
労
さ
ま

で
ご
さ
い
ま
す
。

本
議
会
は
、
三
月
定
例
市
議
会
で
申

し
あ
げ
て
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
幾
分
景

気
の
回
復
も
見
え
て
き
た
と
は
い
え
、

物
価
の
異
常
な
上
昇
、
石
油
事
情
の
悪

化
、
加
え
て
政
局
の
不
安
定
な
ど
、
地

方
自
治
体
に
お
き
ま
し
て
も
不
確
定
要

素
を
踏
ま
え
て
、
行
財
政
の
運
営
に
引

き
続
き
厳
し
い
対
応
を
迫
ら
れ
る
も
の

と
思
い
ま
す
。

き
て
、
当
面
の
市
政
と
い
た
し
ま
し

て
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、

用
地
の

確
保
、
実
施
設
計
な
ど
も
終
わ
り
ま
し

て
、
国
の
内
示
を
待
つ
ば
か
り
と
な
り

ま
し
た
。
長
い
間
の
懸
案
事
項
で
あ
り

ま
し
た
が
、
給
食
が
学
校
教
育
め
重
要

な
一
環
と
し
て
新
し
い
方
向
の
第
一
歩

を
踏
み
出
す
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
こ
こ

に
、
教
育
委
員
会
の
ご
努
力
と
学
校
給

食
施
設
改
善
審
議
会
を
始
め
、
関
係
者

の
皆
様
に
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。

関
越
自
動
車
道
上
越
線
に

つ
き
ま
し

る
こ
と
と
し
た
た
め
の
追
加
分
四
百
万

円
。
同
和
対
策
事
業
と
し
て
、
川
辺
町

下
排
水
路
改
修
工
事
資
百
五
十
万
円
な

ど
の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

ミ
提案説明をする石井市長

て
は
、
先
般
、
市
民
各
層
の
方
々
に
お

願
い
し
、
建
設
促
進
協
議
会
を
発
足
い

た
し
ま
し
て
、
全
市
的
な
運
動
と
し
て

そ
の
促
進
に
全
力
を
傾
け
て
ま
い
り
た

い
所
存
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
問

題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ル
ー
ト
決
定
と

い
う
大
き
な
対
応
を
抱
え
て
お
り
ま
し

て
、
国
の
出
方
が
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
が
、
佐
久
・
長
野
閉
め
関

係
市
町
村
に
わ
た
る
地
域
の
進
展
を
左

右
す
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
市

は
、
協
議
会
を
中
心
に
促
進
を
図
り
、

東
信
地
域
の
中
心
都
市
と
し
て
の
役
割

を
果
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

っ
て
お
り

金
正
十
ヲ
。

工
事
賞
五
百
六
十
万
円
。
街
路
事
業
で

は
、
秋
和
上
堀
川
保
改
良
工
事
従

一
千
百

万
円
。

ハ
ム
脳
事
業
で
は
、
諏
訪
部
公
闘

用
地
費
四
千
六
百
九

国
民
健
康
保
険
の
高
額
療
養
費
に
つ

き
ま
し
て
は
、
県
下
に
お
き
ま
し
て
も

他
市
に
例
の
な
い
概
算
払
い
の
制
度
を

設
け
、
経
済
的
に
安
心
し
て
療
養
い
た

だ
け
る
よ
う
配
慮
し
て
ま
い
っ
た
と
こ

ろ
で
ご
さ
い
ま
す
が
、
今
回
、
上
田
市

医
師
会
並
び
に
小
県
郡
医
師
会
の
格
別

な
ご
理
解
と
ご
厚
意
を
い
た
だ
き
ま
し

て
、
高
額
分
を
医
療
機
関
に
直
接
受
領

し
て
も
ら
う
「
高
額
療
養
費
の
受
領
委

任
制
度
」
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
は
、
国
保
被
保
険
者
に

対
す
る
福
祉
施
策
と
し
て
、
よ
り
前
進

し
た
制
度
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
確
信
し
、

両
医
師
会
に
対
し
ま
し
て
、
改
め
て
敬

意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
多
額
な
医

主

議

な

条

例

V
上
田
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
の
報
告

を
尊
重
し
、
保
険
税
率
な
ど
を
引
き
上

げ
る
改
正
を
し
ま
し
た
。

保
険
税
率
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
は
、

五
十
一
年
度
に
改
正
し
て
以
来
で
、
医

療
費
が
順
次
増
大
し
、
こ
の
財
源
を
保

険
税
に
求
め
さ
る
を
得
な
い
こ
と
か
ら

今
回
、
改
正
し
た
も
の
で
す
。

V
上
田
市
賓
園
条
例
の
一
部
改
正

現
在
の
市
董
図
は
、
昭
和
四
十
二
年

《
教
育
費
》

学
校
給
食
調
厚
場
建
設
に
伴
い
、
配

送
給
食
の
受
入
日
新
設
に
三
校
分
一
千

療
費
の
一
時
負
担
を
し
な
い
で
す
む
被

保
険
者
の
皆
様
と
共
に
、
よ
ろ
こ
び
に

堪
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

以
上
当
面
の
市
政
の
一
端
を
申
し
あ

げ
ま
し
た
が
、
今
回
の
補
正
予
算
に
つ

き
ま
し
で
も
、
長
期
基
本
計
画
に
基
づ

く
国

・
県
の
補
助
事
業
の
決
定
、
緊
急

な
施
策
な
ど
に
つ
い
て
必
要
な
措
置
を

講
じ
て
、
こ
れ
に
対
応
し
て
ま
い
る
よ

う
配
慮
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
提
案
い
た
し
ま
し
た
議
案
は
、

条
例
案
八
件
、
予
算
案
四
件
、
事
件
決

議
案
十
二
件
、
報
告
事
項
十
件
の
合
計

三
十
四
件
で
あ
り
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く

ご
審
議
の
う
、
ぇ
、
ご
議
決
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

説

明

に
造
成
さ
れ
、
そ
の
後
、
若
干
の
増
設

は
行
わ
れ
た
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
満
杯

の
状
態
で
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
た
び

三
百
区
画
の
造
成
を
し
、
市
霊
園
の
利

用
を
希
望
さ
れ
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

期
待
に
沿
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

V
上
田
市
立
信
濠
国
分
寺
資
料
館
条
例

の
制
定

こ
の
資
料
館
は
、
市
内
上
田
原
、
山

浦
国
嗣
さ
ん
か
ら
の
多
額
の
ご
寄
付
を

基
金
と
し
て
、
国
・
県
の
補
助
を
得
て
、

信
濃
国
分
寺
跡
史
跡
公
園
内
に
建
設
し

ま
し
た
。
こ
こ
に
は
、
国
分
寺
関
係
の

遺
物
と
資
料
を
中
心
に
、
主
と
し
て
上

田
地
方
の
考
古
、
歴
史
な
ど
の
資
料
を

収
集
、
保
管
、
展
示
し
ま
す
。

案急
発
掘
調
任
に
一
千
三
百
万
円
、
上
回

城
石
垣
改
修
工
事
費
四
百
九
十
一
万
円
、

図
書
館
用
移
動
図
書
館
車
買
い
替
、
え
に
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し
あ
げ
て
あ
り
ま
す
よ
う
に
錨
伝
芳

気
の
回
復
も
見
え
て
き
た
と
は
い
え

物
価
の
呉
常
な
上
昇
、
石
油
事
情
の
悪

化
、
加
え
て
政
局
の
不
安
定
な
ど
、
地

方
自
治
体
に
お
き
ま
し
て
も
不
確
定
要

索
を
踏
ま
え
て
、
行
財
政
の
運
営
に
引

に
、
教
育
委
員
会
の
ご
努
力
と
学
校
給

食
施
設
改
善
審
議
会
を
始
め
、
関
係
者

の
皆
様
に
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。

関
越
自
動
車
道
上
越
線
に
つ
き
ま
し

L ，' (1I!{f¥l27iド12)J 22 I1 ¥ 
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h
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え

こ
の
た
び
補
正
予
算
と
し
て
、
八
億

三
千
五
百
三
十
四
万
九
千
円
を
計
上
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
総
予
算
額
は
、

百
六
十
三
億
三
百
九
十
万
八
千
円
と
な

り
、
前
年
同
期
に
対
し
て
、

一
二

・
九

%
の
の
び
と
な
り
ま
す
。

V
歳
入
の
主
な
も
の

市
依
二
億
七
千
三
百
八
十
万
円
、
市

税
二
億
五
千
四
百
三
十
八
万
一
千
円
、

国
庫
支
出
金

一
億
六
千
六
十
五
万
二
千

円
な
ど
で
、
い
ず
れ
も
収
入
可
能
な
範

囲
内
で
計
上
し
ま
し
た
。

V
歳
出
の
主
な
も
の

〈
総
務
費
〉

自
治
会
共
同
集
会
施
設
の
新
改
築
五

十

一
件
、
同
敷
地
附
入
四
件
の
補
助
金

四
千
九
百
九
万
八
千
円
を
は
じ
め
、
防

犯
灯
の
新
設
七
十
九
件
、
提
示
板
新
設

十
件
の
補
助
金
な
ど
、
自
治
会
の
施
設

や
環
境
の
整
備
の
た
め
の
経
費
を
計
上

し
ま
し
た
。

〈
民
生
費
〉

旧
母
子
寮
跡
地
と
現
在
め
身
障
者
住

宅
を
取
り
壊
し
た
跡
地
に
、
一
般
身
障

者
用
住
宅
四
戸
、
車
イ
ス
身
障
者
用
住

宅
三
戸
を
建
設
す
る
た
め
の
工
事
費
三

千
七
百
四
十
万
円
。
点
字
図
書
館
の
書

架
電
動
化
工
事
に
対
す
る
補
助
金
に
つ

い
て
、
事
業
費
一
千
六
百
十
万
七
千
円

を
、
県
及
び
市
に
お
い
て
金
額
負
短
す

つー (3)一一一一 昭和55年 7月 1日 広報

る
こ
と
と
し
た
た
め
の
追
加
分
四
百
万

円
。
同
和
対
策
事
業
と
し
て
、
川
辺
町

下
排
水
路
改
修
工
事
費
百
五
十
万
円
な

と
の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た。

《
衛
生
費
V

市
韮一
圏、

増
設
三
百
区
画
の
造
成
工

事
費
三
千
三
百
八
十
五
万
円
。
新
築
中

の
保
健
セ

ン
タ
ー
の
備
品
購
入
に
つ
い

て
、
保
健
衛
生
指
導
の
菌
か
ら
国
庫
補

助
を
得
て
二
百
万
円
で
援
備
す
る
な
ど

の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

《農
林
水
産
業
費
》

転
作
促
進
特
別
対
策
事
業
と
し
て
、

神
科
北
部
地
区
及
び
半
過
地
区
に
、
研

修
集
会
地
ぷ

二
Mm
の
州
助
人
中

二
千
五

百
万
円
。
土
地
改
良
関
係
の
工
事
費
で

は
、
団
体
営
た
め
池
等
援
備
、
非
補
助

土
地
改
良
な
ど
に
六
千
九
十
七
万

一
千

円
。
県
営
、
団
体
営
の
各
種
事
業
負
担

金
、
補
助
金
に
六
千
五
百
四
十
五
万

一

千
円
な
ど
計
上
し
、
か
ん
ば
い
、
農
免

道
路
、
ほ
場
整
備
、
由
民
道
、
水
路
な
ど

の
鐙
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

〈
商
工
費
V

下
道
及
び
仲
町
の
商
工
振
興
会
装
飾

灯
建
設
事
業
補
助
金
五
十
九
万
九
千
円

な
ど
の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

〈
土
木
費
》

道
路
橋
り
ょ
う
関
係
で
は
、
区
画
街

路
二
十
六
号
線
歩
道
設
置
工
事
費
二
千

万
円
、
上
国
交
通
踏
切
改
良
・
し
ゃ
断
機

設
置
費
補
助
金
一
千
七
百
七
十
八
万
五

千
円
、
小
島
神
畑
線
舗
装
工
事
費
二
千

五
百
二
十
五
万
円
、
中
村
橋
取
付
道
路

右
す
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
の
市

は
、
協
議
会
を
中
心
に
促
進
を
図
り

東
信
地
域
の
中
心
都
市
と
し
て
の
役
割

を
果
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

工
事
費
五
百
六
十
万
円
。
街
路
事
業
で

は
、
秋
和
上
堀
線
改
良
工
事
貸

一
千
百

万
円
。
公
園
事
業
で
は
、
諏
訪
部
公
園

用
地
質
四
千
六
百
九
十
五
万
八
千
円
、

自
然
運
動
公
園
総
合
体
育
館
建
設
工
事

費
と
し
て
追
加
分
二
億

一
千
五
百
万
円

な
ど
、
引
き
続
き
重
点
事
業
に
力
を
注

い
で
い
き
ま
す
。

-"'"可"'"可'_"'，

大麻(あさ)けしを

撲減しよう

l撲滅 運 動1
7月31日まで|

h
F
大

麻

h
F
植
え
て
は
い
け
な
い
け
し

(
ソ
ム
ニ
フ
エ
ル
ム
種
)

険
税
に
求
め
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
か
ら

今
回
、
改
正
し
た
も
の
で
す
。

V
上
回
市
賓
園
条
例
の
一
部
改
正

現
在
の
市
霊
園
は、

昭
和
四
十
二
年

《
動
相
宜
同
嘩
貫
一》

学
校
給
食
調
理
場
建
設
に
伴
い

、
配

送
給
食
の
受
入
口
新
設
に
三
校
分
一
千

五
百
万
円
、
学
校
給
食
調
理
場
の
排
水

処
理
設
備
工
事
費
二
千
八
百
万
円
、
調

理
機
器
、
運
搬
用
白
動
車
な
ど
の
備
品

購
入
費
五
千
万
円
。
社
会
教
育
面
で
は
、

構
造
改
善
事
業
に
伴
、つ
埋
蔵
文
化
財
緊

今
年
も
植
物
の
繁
茂
期
を
迎
、ぇ、

全
国
い

っ
せ
い
に
「
大
麻
、
け
し
の

撲
滅
運
動
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

大
麻
、
け
し
の
不
正
栽
培
は
依
然

と
し
て
跡
を
絶

っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

大
麻
が
所
有
地
に
生
、
え
て
い
る
と
、

所
有
者
は
大
麻
取
締
法
で
罰
せ
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

大
麻
は
、
繁
殖
力
が
強
く
ど
ん
な

土
地
に
も
生
え
、
野
生
化
し
ま
す
。

こ
れ
を
悪
用
す
る
と
、
吐
き
気
や
涙

が
出
た
り
、
と
き
に
は
精
神
異
常
を

お
こ
し
、
無
意
識
の
う
ち
に
暴
力
を

ふ
る
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

大
麻
の
特
徴
は
、
青
く
さ
み
が
あ

り
、
茎
は
四
角
形
で
緑
色
、
縦
に
み

ぞ
が
通

っ
て
い
て
太
き
は
大
人
の
親

指
ほ
ど
で
、
高
き
は
一

口
か
ら
二
・

五
日
ぐ
ら
い
に
な
り
ま
す
。
業
は
三

枚
か
ら
九
枚
の
小
業
が
集
り
手
の
ひ

ら
め
形
を
し
、
そ
の
小
葉
は
ノ
コ
ギ

リ
の
歯
の
よ
う
に
切
れ
込
み
、
先
端

が
と
が

っ
て
い
ま
す
。

ま
し
た
。
こ
こ
に
は
、
国
分
寺
関
係
の

遺
物
と
資
料
を
中
心
に
、
主
と
し
て
上

団
地
方
の
考
古
、
歴
史
な
ど
の
資
料
を

収
集
、
保
管
、
展
示
し
ま
す
。

急
発
掘
調
査
に
工
寸
三
百
万
円
、
上
回

城
石
垣
改
修
工
事
費
四
百
九
十
一
万
円
、

図
書
館
用
移
動
図
書
館
車
買
い
替
、え
に

六
百
万
円
な
ど
の
予
算
を
計
上
し
ま
し

た
。い

ず
れ
も
補
助
の
決
定
、
内
一ホ
な
ど

に
よ
り
計
上
し
た
も
の
で
す
。

け
し
は
、
植
、え
て
良
い
も
の
と
悪

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
栽
培
が
禁
止

さ
れ
て
い
る
け
し
は
、
麻
薬
の
原
料

と
な
る
モ
ル
ヒ
ネ
を
含
ん
で
い
て
、

け
し
ほ
う
ず
か
ら
ア
へ
ン
が
取
れ
る

次
の
種
類
で
す
。

①
ソ
ム
ニ
フ
エ
ル
ム
種
・
:
秋
ま
き
二

年
生
で
、
高
さ
は
一

灯
か
ら
一
・
五

μ
に
達
し
ま
す
。
五
・

六
月
ご
ろ
に

四
弁
の
十
セ

ン
チ
灯
程
の
白
、
赤
、

紫
な
ど
の
花
を
聞
き
、
花
期
が
終
わ

る
と
、
長
円
形
ま
た
は
球
形
の
か
な

り
大
き
な
実
を
つ
け
ま
す
。

②
セ
テ
イ
ゲ
ル
ム
種
・
:
ソ
ム
ニ
フ
エ

ル
ム
種
に
よ
く
似
て
い
て
い
ま
す
が
、

高
さ
は

0
・
五
灯
ぐ
ら
い
で
す
。
わ

が
国
で
は
、
ほ
と
ん
ど
見
か
け
な
い

品
種
で
す
。

最
近
、
恐
ろ
し
い
覚
せ
い
剤
が
婦

女
子
、
青
少
年
の
聞
に
も
広
が

っ
て

い
ま
す
。
中
毒
に
よ
る
精
神
異
常
を

お
こ
す
覚
せ
い
剤
の
誘
惑
に

の
ら
な

い
よ
う
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う。
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ご利用ください

上田勤労者体育センター

体
育
セ
ン
タ
ー
の

あ
ら
ま
し

こ
の
体
育
セ
ン
タ
ー
は
、
建
設
費
約

一
億
七
千
万
円
を
か
け
た
鉄
筋

コ
ン
ク

リ
ー
ト
二
階
建
て
一
部
鉄
骨
造
り
の
建

物
で
、
延
面
積
約
一
千
四
百
九
十
平
方

μ
あ
り
ま
す
。

一
階
の
ほ
と
ん
ど
は
、
八
百
五
十
平

方

υの
広
い
体
育
室
で
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
-
面
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
二
面
、

テ
ニ
ス

二
問
、
パ
ト
ミ
ン
ト
ン
四
面
な

ど
各
種
競
技
に
合
わ
せ
て
使
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

二
階
に
は
、
一
周
百
八
れ
の
ラ
ン

ニ

ン
グ

コ
l
ス
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

体
育
セ
ン
タ
ー使

用
案
内

受
付
期
日
・
:
専
用
使
用
の
場
合
は
、
使

f

用
し
よ
う
と
す
る
自
の
六
か
月
前

(
こ
の
日
が
休
館
日
に
あ
た
る
と
き

は
そ
の
翌
日
)
か
ら
受
付
け
ま
す
。

受
付
時
間
は
、
午
前
九
時
か
ら
午
後

五
時
ま
で
で
す
。

普
通
使
用
の
場
合
は
、
当
日
午
前
九

時
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

申
し
込
み
方
法
:
・
専
用
使
用
の
場
合
は
、

体
育
セ
ン
タ
ー
備
え
付
け
の
所
定
の

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

使
用
料
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ

去』い
。

普
通
使
用
の
場
合
は
、
直
接
、
係
員

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

休
館
日
・
:
毎
週
木
曜
日
、
国
民
の
祝
日

の
翌
日
(
こ
の
日
が
木
曜
日
の
と
き

は
そ
の
翌
日
)
、
年
末
年
始

(
十
二

月
二
十
九
日
か
ら
翌
年
一
月
三
日
)

※
平
常
の
開
館
時
間
は
、
午
前
九
時
か

ら
午
後
九
時
ま
で
で
す
。

使
用
上
の
注
意

・
使
用
中
は
必
ず
使
用
許
可
書
を
所
持

し
、
使
用
時
聞
を
厳
守
し
て
く
だ
さ

・
事
前
の
準
備
、
使
用
後
の
原
状
回
復

(
清
掃
を
含
む
)
は
、
係
員
の
指
示

昨
年
十
月
か
ら
、
市
民
体
育
館
の
東

南
に
建
設
中
で
あ

っ
た
待
望
の
「
上
回

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
」
が
こ
の
ほ
ど

完
成
し
、
七
月
十
九
日
出
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。

同
体
育
セ

ン
タ
ー
は
、
各
事
業
所
に

働
く
皆
さ
ん
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
と

と
も
に
、
そ
の
雇
用
の
安
定
に
役
立
て

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
雇
用
促
進
事

業
団
と
上
田
市
が
設
置
し
た
体
育
施
設

で
、
勤
労
者
の
皆
さ
ん
は
も
と
よ
り
、

J

叫
似
の
七
H
J
U剖
刊
困
問
折
、
美
C
右
手
土
?
。

日
本
海
側
随

に
よ
り
、
使
用
者
が
実
施
し
て
く
だ

支
」
い

。

-
競
技
に
必
要
な
テ
ニ

ス
ボ

l
ル
、
パ

ト
ミ

ン
ト
ン
シ
ャ
ト
ル
、
バ
ス
ケ

ッ

ト
ボ
ー
ル
な
ど
の
消
耗
品
は
、
使
用

者
で
用
意
し
て
く
だ
き
い
。

-
セ
ン
タ
ー
内
で
使
用
す
る
シ
ュ
ー
ズ

は
、
専
用
の
物
を
使
用
し
て
く
だ
さ

'v 

-
定
め
ら
れ
た
場
所
以
外
で
の
喫
煙
、

飲
食
は
で
き
ま
せ
ん
。

-
許
可
な
く
物
品
の
版
売
、
宣
伝
な
ど

の
商
行
為
を
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

使
用
責
任
者
へ
お
願
い

-
多
数
の
入
館
者
が
予
想
さ
れ
る
場
合

は
、
整
理
係
な
ど
を
配
置
し
、
事
故

防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

-
行
事
の
種
類
に
よ
り
、
駐
車
盤
理
係
、

受
付
係
、
案
内
係
な
ど
の
配
置
を
し

て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

・
当
体
育
セ

ン
タ
ー
の
電
話
番
号
は
@

8
7
5
0
で
す
。

・
館
外

へ
の
電
話
は
、
事
務
室
前
の
公

衆
電
話
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

-
貴
重
品
は
、
各
自
十
分
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い

0

・
乳
幼
児
の
入
館
に
つ
い
て
は
、
保
護

者
が
全
責
任
を
持

っ
て
く
だ
さ
い
。

j間¥用区分 時前区¥分¥ 

午前 午後 夜間 畳間 昼夜 全日

午前日時から 午憧l時から 午í~6時から 午前9時から 午後l時から 午前9時から

正午まで 午後5時まで 午娃9時まで 午憧5時まで 午陸9時まで 午後9時まで

入場料を徴 怯保険者である 円 円 円 問 円 円

勤労者の場合 3，100 4，300 5，500 6，200 8，600 10，000 

阻しないt品

ムロ 一般の場合 3，600 4，800 6，000 7，200 9，600 12，000 

随保険者である
6，200 8，600 11，000 12，400 17，200 20，000 I 

入場料を徴 勤労者の場合

収する場合
一般の場合 7，200 9，600 12，000 14，400 19.200 24，000 

料専用使用
昨
年
、
上
田
市
と
姉
妹
都
市
提
携
を

し
た
上
越
市
に
、
こ
の
ほ
ど
市
立
水
族

博
物
館
が
完
成
し
、
七
月
十
八
日
幽
に

渡 1*岡町ための中.備、耳t状回復及びil'fh}の時naは使用時間に含める。

普通使用料

l人 2時間につき

l' 2 時 IYI~ミ 1前向端数かあるときは 2 時間に切リ tげて J十鈍する 。
・踏倒的ための噌{曲、 ~.~k回復且び ilrMの時間は使用時間に含める。

l人 2時間につき

1人 2時間lにつき

小・中学生の場合

一般の 場合
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付属器具使用料

えつ

と
も
に
、
そ
の
雇
用

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
雇
用
促
進
事

業
団
と
上
田
市
か
診
置
し
た
体
育
施
ー

で
‘
勤
労
者
の
皆
さ
ん
は
も
と
よ
り

J

訟
の
万
も
利
用
て
き
ま
す
。

ー (5)一一一ー昭和55年 7月1日 広 報

バレーポール

組競技用具
120円 卓球競校用具 品120 

イス 腕 jOf~

バスケットポール

トー ー

十JL I J~I ， 1 60円競 技 用 具 組
600円 嵯，:)(競f主用具 ムl却

ノ〈トミントン 1 そ~Êのめら他境十|i -4 

競技用具 組
60fLJ スト yフウオ yチ 120円

f問
iil:よl 勺『

← 

使 用料の減免

市が主催する行事に使用するとき 100分の100

勤労者が組織する団体が主催する行事に
100分の 50

使用するとき

社会教育団体がその目的のために使用す
100分の 30

るとき

その他特別の理由があるとき 100分の 30

一
階
の
ほ
と
ん
ど
は
、
八
百
五
十
平

方
の
広
い
体
育
室
で
、
パ
ス
ケ

y
ト

ボ
1

ル
-
面
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
二
面
、

テ
ニ
ス
「
面
、
パ
ト
ミ
ン
ト
ン
四
面
な

• 
(事 い し
清前
掃の f更
を準 用
含備 時
む 、 間
)使を
は用 厳
、 後 守

係の し
員原 て
の状 く
指回 だ
示 復 き

個目園調
同信dF理砂J

一両マ~~
越 例
市 問

の
水
族
博
物
館

7
月
日
日
働
オ
ー
プ
ン

¥ 

企日本海側簡ーのデラックスな

市立水族博物館(完成予想図)

昨
年
、
上
田
市
と
姉
妹
都
市
提
携
を

し
た
上
越
市
に
、
こ
の
ほ
ど
市
立
水
族

博
物
館
が
完
成
し
、
七
月
十
八
日
幽
に

オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

同
水
族
博
物
館
は
、
日
本
海
側
随

一

の
テ
ラ
ッ
ク
ス
な
水
族
館
で
、
県
立
直

江
津
高
校
北
側
に
、
写
真
の
よ
う
な
固

め
文
化
財
の
指
定
を
受
け
た
丸
木
舟
「
ど

ぶ
ね
」
と
貝
を
形
ど
っ
た

ユ
ニ
ー
ク
な

建
物
と
し
て
完
成
し
そ
の
偉
容
を
誇
っ

て
い
ま
す
。

の
大
水
そ
う
に
、
海
中
を
そ
の
ま
ま
再

現
し
ま
す
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
内

蔵
の
潜
水
艇
を
動
か
し
、
水
そ
う
横
の

画
面
に
写
し
出
し
ま
す
。

-
観
覧
水
ぞ
う
・
四
十
五
の
水
そ
う
に
、

寒
帯
か
ら
熱
帯
の
さ
ま
さ
ま
な
魚
、
三

百
五
十
種
を
展
示
し
ま
す
。

施
設
の
概
要

イ
ル
カ
・
ペ
ン
ギ
ン
シ
ョ

l

が
行
わ
れ
ま
す

七
月
十
九
日
出
か
ら
八
月
二
十
日
附

ま
で
、
オ
ー
プ
ン
記
念
事
業
と
し
て
、

同
水
族
館
特
設
会
場
で
「
イ
ル
カ

・
ペ

ン
ギ
ン
シ
ョ

|
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

夏
休
み
な
ど
を
利
用
し
て
、
か
わ
い

い
イ
ル
カ
、
ペ
ン
ギ
ン
の
シ
ョ
ー
を
是

非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

-
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ

l
ル
・
:
壁
や
天
井

に
、
映
像
で
魚
た
ち
が
次
々
と
姿
を
現

わ
し
て
、
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
し
ま
す

0

・
大
回
遊
水
ぞ
う
・
:
縦
七
灯
、
横
十
日

市立 水族博物館案内図

直江津駅~水族博物館線パス時刻表 叫転即11日17月19ト 8月20日

国鉄接続 直江津駅 時 水族博物館 水族博物館 嘩 直江i!車、 国鉄後続

l責江津駅Jri 直ιP駅刷費 4見博抽E曲者 水量博鞠匝前提 直江4・駅前着 直江津駅発
t 田よ I) ~ 行 8 : 28着

9: 05 9・11 11 : 55 12 : 01 1122 5147売尭 特急2行1 上上野国申ゆきき守本木より 9 ∞蕃

小品より 。50着 9 : 55 10 : 01 13: 20 13 : 26 13: 59尭 長野ゆき

健井If(よ 1) 1 I: 17着 11 : 25 11 : 31 15: 00 15: 06 15: 47尭 二本本ゆき

12: 45 12: 51 16: 10116: 16 I~~:~!尭官付上k野fI申きき

ド1，必より II崎

16: 39売。

13 : 45 13・51 ⑨巡n 大人70円・小児40円

Nd
ト
十
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国
民
健
康
保
険

高
額
療
養
費
の
受
領
委
任

高
額
療
養
貨
と
は
、
国
民
健
康
保
険

の
被
保
険
者
が
、
同
一
医
療
機
関

(病

医
院
な
ど
)
で
診
療
を
受
け
、
窓
口
で

の
支
払
い
額
が

一
か
月
に
三
万
九
千
円

を
超
、え
た
と
き
に
、
そ
の
超
え
た
額
を

市
の
国
民
健
康
保
険
か
ら
、
後
日
、
被

保
険
者
の
属
す
る
世
帝
主
に
支
払
わ
れ

る
療
養
貨
の
こ
と
で
す
。

例
え
ば
、
支
払
い
額
が
月
額
九
万
円

だ
と
す
る
と
、
病
医
院
な
ど
の
窓
口
で

い
っ
た
ん
九
万
円
を
支
払
い
、
そ
の
後
、

山
役
所
か
作
立
川

の
怠
け

へ
高
額
療

養
貸
支
給
申
請
書
を
提
出
し
、
後
日
、

申
請
者
(
世
帯
主
)
へ
九
万
円
か
ら
三

万
九
千
円
を
差
し
引
い
た
五
万
一
千
円

が
、
市
め
国
民
健
康
保
険
よ
り
支
払
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
方
法
は
、
被
保
険
者

が
支
払
い
頒
の
全
額
を
い

っ
た
ん
支
払

う
こ
と
に
な
る
た
め
、
支
払
い
が
困
難

で
あ

っ
た
り
、
生
活
が
苦
し
く
な
る
な

ど
の
例
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
市
で
は
、
上
田
市
医
師
会
と

小
岨
阿
部
医
，附
会
へ
「
高
額
療
養
費
の
受

持
を
病
医
院
な
ど
へ
委
任

戸診
察
を
受

えつ..- ~ 818号 (~~I~，;.::以23)一一一広報

け
た
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
主
が
委

任
)
す
る
こ
と
の
協
力
に
つ
い
て
」
お

願
い
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
被
保
険
者
は
支
払
い
額

の
う
ち
三
万
九
千
円
だ
け
を
窓
口
で
支

払
う
だ
け
で
よ
く
、
三
万
九
千
円
を
超

え
た
残
り
の
額
は
、
世
帯
主
が
そ
の
病

医
院
な
ど

へ
提
出
し
た
委
任
状
に
よ

っ

て
、
J

州
似
院
な
ど
が
前
一桜
、
残
制
を
市

か
ら
も
ら
う
打
法
が
と
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
今
後
は
、
高
額
療
養

費
支
給
申
請
書
を
病
医
院
な
ど
に
も
用

意
し
て
お
き
ま
す
の
で
、
支
払
い
額
が

月
額
三
万
九
千
円
を
超
え
、
し
か
も
支

払
い
が
困
難
で
あ
る
場
合
は
、
病
医
院

な
ど
へ
申
請
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

平
い
い

J

続
き
に
は

、
必
ず
川口
w
、干
の
印

鑑
と
保
険
証
を
持
参
し
、
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
病
医
院
な
ど

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
.
。

な
お
、
入
院
と
外
来
は
、
別
々
に
申

請
書
を
作
成
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

上
岡
市
内
を
暴
走
す
る
自
動
車
が
目

立
っ
て
き
ま
し
た
。
凶
悪
、
組
暴
化
し

て
き
た
暴
走
族
を
な
く
す
た
め
、
上
回

警
察
署
で
は
暴
走
す
る
車
を
厳
重
に
取

合⑫4100内線289>く保健予防課

上
田
市
霊
園
は
昭
和
四
十
二
年
に
開

設
さ
れ
、
現
在
は
総
区
画
す
べ
て
が
使

用
許
可
済
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

市
で
は
増
設
計
画
に
も
と
づ
き
、
隣
接

地
に
三
百
区
画
墓
地
を
造
成
し
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
次
に
よ
り
使
用
希

望
者
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ

る
方
は
保
健
予
防
課
と
豊
殿
・
塩
田
・

川
西
の
各
支
所
に
用
意
し
て
あ
る
申
請

用
紙
に
よ
り
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

〈使
用
者
の
資
格
〉

む
表
の

と
お
り
で
す
。

〈
申
請
に
必
要
な
も
の
〉

①
印
鑑
。
②
住
民
票
の
抄
本
、
ま
た

は
戸
籍
抄
本
の
写
し

一
通
。
②
申
請

マ
単
に
暴
走
行
為
に
と
ど
ま
ら
ず
、
群

衆
心
理
や
無
分
別
に
よ
る
傷
害
事
件

な
ど
、
刑
事
事
件
に
発
展
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
。

上田市霊園使用者の資格(順位、許可条件、必要書類)

順位 五午 可 条 件 確認する書類

上田市に住所を有する者で、墓地及び納骨堂など預 埋火葬許可証

けるところがなく遺骨を自宅に置いてあり、墓地を

必要とするもの

上田市に住所を有する者で、遺骨を親戚または知人 社寺及び墓地

2 
の墓地に仮埋蔵もしくは社寺などの納骨堂に預け 管理者の証明

てあり、墓地を必要とするも の 書

上田市に住所を有する者で、遺骨などはないが死亡 公報又は裁判

3 を確認する書類があり、墓地をつくる必要あるもの 所などの判決

書

上田市に住所を有する者で、上田市に永住する目的 墓地のある地

4 
で市外にある墓地を改葬、移転するため墓地を必要 名、施設名と

とするもの 管理者の証明

書

その他の理由により墓地を必要とする者て¥市長が 理白書など必

5 認めたもの 要書類

書
附
票
に
あ
る
該
当
す
る
順
位
の
必

要
書
類
。

〈
使
用
許
可
区
画
数
〉

一
人
一
区
画
限
り
と
し
、
戸
籍
筆
頭

者
か
世
帯
主
に
許
可
し
ま
す
。

〈受
付
期
間
〉

七
月
二
十
三
日
附
か
ら
七
月
二
十
五

日
幽
ま
で
の
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午
後
五
時
。

〈
受
付
場
所
〉

保
他
，
γ
防
課

(
山
役
刈

一
附

)

〈
使
用
決
定
の
方
法
〉

許
可
条
件
の
順
位
に
よ
り
使
用
者
を

こ
の
よ
う
に
暴
走
族
は
、
集
団
で
暴

走
行
為
を
繰
り
返
す
だ
け
で
な
く
、
市

民
に
襲
い
か
か

っ
た
り
、

巻
き
添
え
に

し
た
り
し
て
、

そ
の
犯
罪
は
エ
ス
カ
レ

決
定
し
ま
す
。
た
だ
し
、
応
募
者
が

使
用
区
画
数
を
上
ま
わ
っ
た
場
合
は

抽
せ
ん
と
な
り
ま
す。

〈
永
代
使
用
料
と
管
理
料
v

一
区
画
(
一
・
八

m
×
二
・
七

m
)

永
代
使
用
料
は
十
六
万
円
、
管
理
料

は
千
三
百
円
。

〈
そ
の
他
v

申
請
用
紙
は
、
事
前
に
お
持
ち
に
な

り
、
申
請
日
に
は
必
要
書
類
を
持
参

し
て
受
付
け
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
は
、
内
容
の
よ
く
わ
か
る
人

が
お
で
か
け
く
だ
さ

い
。
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ど
の
例
が
あ
リ
ま
し
た

e

そ
ニ
て
の
て
は
、

k
凶
市
医
師
怠
と

小
川
町
都
民
帥
会
へ
「
高
傾
療
蓑
費
の
受

を
am医
院
な
ど
へ
委
任

τ
o
a憶
を
受
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ご
寄
付
お
礼

V
上
原
松
野
棟

(中
央
二
)
さ
っ
き
十

三
妹
、
も
み
じ
二
株
、
あ
じ
さ
い
一
株

な
ど
計
四
十
株
信
濃
国
分
寺
資
料
館

庭
園
用
に

V
上
田
市
販
売
士
会
様

九
千
四
百
八

十
円
、
ハ

ン
ガ
ー
四
十
三
本
社
会
福

祉
事
業
資
金
な
ど
と
し
て

V
永
山
勝
利
様

(
伊
勢
山
)
消
化
せ
ん

一
法
消
防
用
水
利
と
し
て

一一 上田警察署一一

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
.。

な
お
、
入
院
と
外
来
は
、
別
々
に
申

請
書
を
作
成
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

t
岡
市
内
を
暴
走
す
る
自
動
車
が
目

立
っ
て
き
ま
し
た
。
凶
悪
、
粗
暴
化
し

て
き
だ
暴
走
族
を
な
く
す
た
め
、
上
回

笹
山
同
市
署
て
は
暴
走
す
る
車
を
厳
電
に
取

り
締
ま
ワ
て
い
ま
す
が
、
市
民
の
皆
き

ん
に
よ
る
家
族
ぐ
る
み
、

地
域
ぐ
る
み

で
の
運
動
が
な
け
れ
ば
、
暴
走
族
を
追

放
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ど
う
か

次
の
こ
と
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
子
ど
も
に
安
易
な
車
の
与
え
方
を
し

な
し

マ
「
暴
走
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
見
に

行
か
な
い
」
を
徹
底
す
る
。

マ
暴
走
族
を
厳
し
く
監
視
し
、
暴
走
す

る
車
を
見
た
場
合
は
、
直
ち
に

一一

O
番
す
る
。

暴
走
族
は
な
ぜ
悪
い
か

-v
別
所
院
内
長
寿
会
横

竹
ぼ
う
き
五

十
五
本

社
会
福
祉
施
設
へ

V
小

林

勇

樟

(
締
が
丘
三
)
自
動
電

気
式
砂
ふ
る
い
機
一
台
体
育
施
設
用

と
し
て

V
清
水
国
太
郎
様

(桜
台
)
絵
画
三
点

市
施
設
掲
額
用
と
し
て

V
株
式
会
社
ヤ
ジ
マ
時
計
眼
鏡
庖
棟

パ
ネ
ル
掛
時
計
九
個

保

育

園

へ

V
匿

名

千

七
百
五
十
九
円

社
会

福
祉
事
業
資
金
と
し
て

以
上
の
皆
様
か
ら
ご
寄
付
い
た
だ
き

ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

〈申
請
に
必
要
な
も
の
〉

①
印
鑑
。
②
住
民
票
の
抄
本
、
ま
た

は
戸
籍
抄
本
の
写
し
一
通
。
②
申
請

マ
単
に
暴
走
行
為
に
と
ど
ま
ら
ず
、
群

衆
心
理
や
無
分
別
に
よ
る
傷
害
事
件

な
ど
、
刑
事
事
件
に
発
展
す
る
お
そ

れ
が
あ
る

マ
車
利
用
の
た
め
危
険
性
が
極
め
て
高

マ
一
般
市
民
を
巻
き
込
ん
だ
暴
走
事
犯

が
発
生
し
て
い
る
。

マ
メ
ン
バ
ー
の
多
く
が
少
年
で
、
高
校

生
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

マ
暴
力
団
の
予
備
軍
的
な
傾
向
を
強
め

て
い
る
。

マ
ま
す
ま
す
集
団
化
、
広
域
化
し
、対
立

抗
争
や
取
締
り
笹
察
官
な
ど
に
対
す

る
暴
行
な
ど
、
攻
撃
性
の
犯
罪
集
団

と
な
っ
て
き
て
い
る
。

保
他
予
防
諜

(
山
役
目

〈
使
用
決
定
の
方
法
〉

許
可
条
件
の
順
位
に
よ
り
使
用
者
を

こ
の
よ
う
に
暴
走
族
は
、
集
団
で
暴

走
行
為
を
繰
り
返
す
だ
け
で
な
く
、
市

民
に
襲
い
か
か
っ
た
り
、
巻
き
添
え
に

し
た
り
し
て
、
そ
の
犯
罪
は

エ
ス
カ
レ

ー
ト
す
る
ば
か
り
で
、
具
体
的
に
は
次

の
よ
う
な
事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

マ
大
阪
市
内
で
死
亡
ひ
き
逃
げ

(昭
和

五
十
四
年
七
月
)

マ
埼
玉
県
下
で
暴
走
族
の
殺
人
(
昭
和

五
十
四
年
八
月
)

マ
茅
野
市
白
樺
湖
畔
で
一

般
市
民
に
対

す
る
集
団
暴
行
(
昭
和
五
十
四
年
九

月
)

マ
大
阪
で
検
問
答
察
官
ひ
き
殺
し
(
昭

和
五
十
五
年
三
月
)

暴
走
族
化
へ
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

生
活
態
度
が

O
土
曜
日
の
夜
間
外
出
が
多
く
な
る
。

O
車
両
に
乗

っ
た
友
人
の
出
入
り
が
多

く
な
る
。

O
服
装
や
髪
型
に
著
し
い
変
化
が
あ
る
。

O
旗
や
ハ
チ
マ
キ
を
持

っ
て
い
る
。

O
ヤ
ク
ザ
言
葉
や
隠
語
を
使
う
。

車
に
つ
い
て

O
バ
イ
ク
、
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
に
異
常

な
輿
味
を
持
つ
。

O
バ
イ
ク
、
オ
ー
ト
バ
イ
、
自
動
車
の

構
造
を
改
造
す
る
。

O
車
両
の
ナ
ン
バ

ー
を
見
、
え
に
く
く
す

る
。

O
車
両
に
ス
テ

ッ
カ
ー
を
貼
り
つ
け
る
。

加
入
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
は

O
子
ど
も
部
屋
を
密
室
に
し
な
い
。

O
子
ど
も
の
友
人
、
お
よ
び
家
族
に
つ

い
て
も
よ
く
知
る
よ
う
努
力
す
る
。

O
夜
間
の
外
出
、
外
泊
を
抑
制
す
る
。

O
特
に
暴
走
族
の
誘
い
、
夜
間
の
ツ
ー

リ
ン
グ
の
誘
い
に
は
参
加
さ
せ
な
い
。

が 申
お請
で に
カ‘ l立
(t 
く内
だ容
さの
いよ
。く し

わ
カ、

る
人

寸咽
F，r、.

ゎ“伊を
d
H
H
4
 

日

H差ザ洛部岡戸、d第

部
落
の
完
全
解
放
を
図
る
た
め
、

今
年
も
「
第
五
回
、
部
落
差
別
を
な

く
す
市
民
大
行
動
」
を
七
月
十
八
日

樹
、
午
後
二
時
か
ら
市
民
会
館
で
行

い
ま
す
。

今
年
は
、

同
和
対
策
事
業
特
別
措

置
法
三
年
延
長
の
二
年
度
に
あ
た
り
、

残
す
と
こ
ろ

一
年
半
余
り
と
な
り
ま

し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
こ
の
問

題
に
対
す
る
理
解
と
認
識
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
に
も
、
多
数
の
ご
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

あなたもご参加を /

市民大行動

7月18日制市民会副

O
暴
走
族
の
た
ま
り
場
と
な

っ
て
い
る

喫
茶
庖
な
ど
へ
の
出
入
を
さ
せ
な
い
。

O
必
要
以
上
の
大
き
い
車
を
買
い
与
え

な
L

O
ナ
ン
バ

ー
は
常
に
き
れ
い
に
見
、え
や

す
く
し
て
お
く
。

O
車
を
改
造
し
た
り
、
必
要
以
上
の
装

飾
品
を
つ
け
さ
せ
な
い
。
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と
母
子
寡
財
福
祉
会
の
皆
さ
ん
次
ニ
協

力
を
得
て
、
市
長
が

一
日

「
お
と
う
さ

ん
」
に
な
リ
ま
す
夏
休
み
の
一
日

H

市
民
の
が
u

で
石
井
市
長
を
囲
み
、
業

し
く
遊
び
、
愉
快
に
語
り
ま
し
ょ
う

行カも つ 考モ
4あたそ子参
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を校る
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「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
」

に
ご
参
加
を

上
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

宮
⑫
2
0
2
5

え

地
域
福
祉
推
進
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の

果
す
役
割
は
、
年
々
大
き
な
広
ガ
リ
を

見
せ
て
い
ま
す
。

今
回
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
」
で

は
、
施
設
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
入
れ
る

施
設
の
側
か
ら
、
知
恵
お
く
れ
|
|
精

神
薄
弱
児
者
の
福
祉
に
ス
ポ

ッ
ト
を
あ

て
、
上
回
明
照
会
長
の
横
内
静
雄
さ
ん

の
講
演
を
中
心
に
計
画
し
ま
し
た
。

自
由
参
加
で
す
の
で
、
こ
の
機
会
に

多
数
の
皆
さ
ん
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
と
き
〉

七
月
十
二
日
也
、
午
後
一
時
三
十
分

か
ら
四
時
ま
で
。

〈
と
こ
ろ
〉

上
田
市
民
会
館
、
二
階
会
議
室
。

〈
内
容
〉

講
演
・
:
演
題
「
知
恵
お
く
れ
と
共
に

歩
む
」

、
講
師
上
回
明
照
会
長

横
内
静
雄
さ
ん
。

話
合
い
:
・
テ

l
マ
「
潜
在
ポ
ラ

ン
テ

ィ
ア
の
発
掘
に
つ
い
て
」

〈
主
催
v

上
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
上
田
市

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
。

ー (9)一一一ー昭和55年 7月1日 広報う

H

信
州
大
学
公
開
講
座
H

「
や
さ
し
い
科
学
教
室
」

の
受
講
生
を
募
集

信
州
大
学
繊
維
学
部
教
務
係

宮
⑫
1
2
1
5
内
線
2
0
8

私
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
、
普
通
あ
た

り
ま
、え
の
こ
と
と
し
て
見
す
ご
し
て
し

ま
っ
て
い
る
も
の
の
中
に
、
不
思
議
な
、

し
か
し
と
て
も
大
切
な
現
象
が
た
く
き

ん
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
中
か
ら
、
特

に
身
近
な
科
学
の
問
題
を
皆
さ
ん
と
共

に
考
え
、
や
さ
し
く
解
説
し
、
実
験
を

し
な
が
ら
理
解
し
て
ゆ
こ
う
と
い
う
の

が
公
開
講
座
の
目
的
で
す
。

対
象
者
:
・
中
学
生
以
上
の

一
般
市
民
。

期
間
と
内
容
・
:
下
表
の
と
お
り
で
す
。

会

場

:

・信
州
大
学
繊
維
学
部

(常
国

3
1日

1
)

募
集
人
員
・:
約
五
十
名

(定
員
に
な
り

次
第
、締
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
)

受
付
期
間
・
・・
七
月
十
四
日
間
か
ら
七
月

二
十
八
日
刊
ま
で
。

申
込
方
法
・
・
・所
定
の
申
込
書
に
受
講
料

千
七
百
五
十
円
を
添
、
え
て
、

繊
維

学
部
教
務
係
に
お
申
し
込
み
く
だ
ぎ

そ
の
他
:
・実
施
要
項
、
申
込
書
の
郵
送

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
返
信
用
封
筒

(宛
先
明
記
、
五
十
円
切
手
貼
付
)

を
同
封
の
う
え
、
教
務
係

へ
お
申
し

持
ち
物
・
:
健
康
保
険
証
。

ι人
医
療
川
口

安
給
有
証
の
あ
る
人
は
、

こ
れ
も
お

持
ち
く
だ
さ
い

診

断

料

無

料

で
す
。

込
み
く
だ
さ
い
。

(
干
3
8
6

上

田
市
常
田
3
|
日
|

l

信
州
大
学

繊
維
学
部
教
務
係
)

信州大学公開講座日程表

期 日 時 間 講義題 目 言揖 自市

9: 00-12 : 00 拡散の話 松田 英臣助教授
7月31日附

蚕の話 長島栄一教 授13: 00-16: 00 

9 : 00-12 : 00 繊維の話 松沢秀二教 授
8月 1日幽

からくりの話 中沢 賢 助 教授13・00-16:00 

9・00-12:00 金属の話 高 木 春 自fS 教授
8月 4日(月)

くすり の話 大木幸介教授13: 00-16: 00 

9:00-12:00 平均値の話 島崎昭典教授
8月 5日(火)

重，C，、の話 篠原 昭教 J受13:00-16:00 

ー

一日
生
活
教
室
を
開
催
H
H

今
回
は
「
家
庭
の
電
気
」

県
上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

宮
(⑫

8
5
1
7

毎
日、

な
に
気
な
く
使
っ
て
い
る
電

気
:
:
:
こ
の
電
気
の
恩
恵
は
計
り
知
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
れ
紅
、身
近
な
も

の
で
あ
り
な
が
ら
、
主
婦
は
電
気
に
弱

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

2
8
9

有
線
②
0
7
2
1

「
広
報
う
え
だ
」
六
月
十
六
日
号
(
入

「
電
気
器
具
の
正
し
い
使
い
方
」
「
簡

単
な
修
理
」
の
実
演
、
「
上
手
な
節
電

法
」
な
ど
、
こ
の
教
室
で
勉
強
し
、
電

気
に
強
い
主
婦
に
変
身
し
ま
し
ょ
う
。

と

き

・
:
七
月
十
八
日
樹
、
午
後
一
時

か
ら
三
時
ま
で
。

と
こ
ろ
:・上
回
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
(
合

同
庁
舎
横
)

テ
l
マ・
:
「
や
さ
し
い
家
庭
の
電
気
教

室」

講
師
:・
中
部
電
力
側
上
国
営
業
所

・
サ

ー
ビ

ス
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
課

長

三

石

昭
二
郎
さ
ん
。

郵
政
職
員
を

募
集
し
ま
す

人
事
院
で
は
、

昭
和
五
十
五
年
度
国

家
公
務
員
採
用
初
級
職
試
験
の
募
集
を

行
い

ま
す
が、

郵
政
関
係
の
主
な
応
募

要
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

募
集
期
間
・・・
七
月
九
日
捌
か
ら
七
月
十

八
日
幽
ま
で
。

資

格

・
:
昭
和
三
十
二
年
四
月
二
日
か

ら
同
三
十
八
年
四
月
一

日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
。

職

種

・
:
郵
政
事
務
A

(
一
般
の
内
勤

事
務
で
男
女
を
問
い
ま
せ
ん
)
、
郵

政
事
務

B

(変
則
勤
務
を
伴
う
内
勤

事
務
で
男
子
の
み
)
の
二
種
類
。

募
集
人
員
・
:
郵
政
事
務
A
・
信
越
地
域

約
二
十
人
、
郵
政
事
務

B
・
信
越
地

域
約
五
十
人
。

試
験
日
・
:
第
一
次
試
験
は
十
月
五
日
間
、

用
す
れ
ば
便
利
で
す
。

工
事
費
:
・
二
千
五
百
円

使
用
料
:
・
百
八
ト
円
へ
月
額
)

第
二
次
試
験
は
十
-
月
中
旬
か
ら
十

二
月
上
旬
の
予
定
。

申
込
先
:
・
人
事
院
関
東
事
務
局

〒
l

0
0

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
一

|一ニ

l
三
(
大
手
町
合
同
庁
舎
第
三

号
館
)

宮
0
3
l
m
1
6
2
1

裁
判
所
職
員
(
初
級
)
を

募
集
し
ま
す

長
野
地
方
裁
判
所

宮

0
2
6
2@
4
9
9
1

裁
判
所
で
は
、
裁
判
所
の
一
般
事
務

を
行
う
裁
判
所
事
務
官
、
及
び
速
記
事

務
に
携
わ
る
裁
判
所
速
記
官
研
修
生
を
、

そ
れ
ぞ
れ
次
の
要
項
で
募
集
し
ま
す

資

格

:・昭
和
三
十
四
年
四
月
二
日
(
速

記
宵
研
修
生
は
川
三
十
五
年
四
月
二

日
)
か
ら
同
三
十
八
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
打
。
性
別
、
学
肢
は

問
い
ま
せ
ん
。

試
験
日
:
・
第
一
次
試
験
九
月
二
十
一

ロu
日
M

。

受
付
期
間
:
・
日
曜
日
を
除
き
、
七
月
十

八
日
幽
か
ら
同
月
二
十
五
日
悩
ま
で

の
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時

(土
附
臼
は
午
後
O
時
三
ト
分
)
ま
て

な
お
、
郵
送
に
よ
る
受
験
申
し
込
み

は
、
七
ハ
ニ
卜
五
日
附
ま
で
の
消
印

の
あ
る
も
の
に
限
り
受
付
け
ま
す

申
込
先
・:
干

3
8
0

長
野
市
旭
町
一

一
O
八
番
地
長
野
地
方
裁
判
所
事

務
局
総
務
課



す
。
で
す
か
ら
、
差
別
が
あ
っ
た
か
ら

と
い
っ
て
何
で
も
糾
弾
す
る
と
い
う
よ

う
な
こ
と
は
決
し
て
な
い
わ
け
で
す
。

今
、
日
本
で
は
差
別
を
現
実
に
取
り

締
る
法
律
は
あ
り
ま
せ
ん
。
精
神
的
、

物
質
的
な
は
っ
き
り
し
た
証
拠
が
な
い

限
り
、
裁
き
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
差
別
に
対
し
て
自
ら
防
衛
す
る

手
段
と
も
い
え
る
わ
け
で
す
。

ま
た
皆
さ
ん
が
も
し
生
ま
れ
に
よ
る

差
別
、
あ
る
い
は
身
体
的
な
こ
と
な
ど
、

ど
う
に
も
な
ら
な
い
こ
と
で
、
差
別
を

受
け
た
ら
ど
う
し
ま
す
か
。
同
和
地
区

の
人
び
と
の
止
む
に
や
ま
れ
ぬ
気
持
の

表
わ
れ
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

つ
づ
く

勢
を
正
し
、
解
放
の
た
め
に
積
極
的
に

努
力
す
る
立
場
を
と
っ
て
も
ら
う
こ
と

を
め
ざ
し
て
行
わ
れ
ま
す
。
行
政
の
責

任
者
や
企
業
の
管
理
者
の
人
び
と
に
対

す
る
き
び
し
い
追
及
も
そ
の
人
個
人
で

は
な
く
、
そ
の
ポ
ス
ト
に
い
る
人
び
と

の
職
務
上
の
責
任
に
対
し
て
糾
弾
が
行

わ
れ
ま
す
。
ま
た
個
人
に
対
し
て
も
同

様
で
す
。
差
別
し
た
人
を
「
い
じ
め
た

り
」
「
し
か
え
し
」
を
し
て
や
る
と
い

う
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

む
し
ろ
そ
の
責
任
を
感
じ
、
そ
の
差

別
の
非
を
は
め
ぷ
別
を
し
な
い
、
リ
ホ
川

を
北
川
さ
な
い
人
間
に
変
わ
り
、
前
む
き

の
市
で
必
別
を
る
く
す
た
め
に
努
力

を
し
て
も
ら
う
こ
と
が
糾
弾
の
目
的
で

今
後
そ
れ
を
な
く
す
た
め
に
ど
う
あ
る

べ
き
か
、

お

E
に
理
解
し
あ
い
正
し
く

導
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
の
が
糾
蝉
集

会
で
す
。

ま
た
こ
の
集
会
で
最
も
大
切
な
こ
と

は
、
差
別
へ
の
戦
い
を
通
し
て
差
別
を

受
け
た
同
和
地
区
の
人
た
ち
も
、
自
分

の
解
放
の
た
め
の
意
識
を
し
っ
か
り
持

つ
と
い
う
人
間
的
な
た
た
か
い
で
あ
る

と
い
う
立
場
に
立
っ
て
、
差
別
し
た
人
、

差
別
さ
れ
た
人
が
と
も
に
人
間
解
放
に

向
っ
て
手
を
と
り
あ
っ
て
進
も
う
と
す

る
積
極
的
な
意
味
を
も
っ
て
お
り
ま
す
。

集
会
で
は
、
そ
の
差
別
事
件
に
か
か

わ
っ
て
行
政
の
責
任
者
で
あ
る
市
長
や

ま
た
教
育
長
に
対
し
、
そ
の
考
え
や
姿

糾
弾
は
差
別
、
偏
見
を
な
く
す
た
め

の
活
動
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

目
的
な

ど
に

つ
い
て
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

糾
怖
の
も
つ
立
義
や
目
的
、
そ
れ
か

ら
実
際
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
、

そ
ん
な
点
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
ょ

ニーノ
。糾

弾
は
ひ
と
口
に
い

、
え
は
「
差
別
者

に
反
省
を
求
め
、
あ
や
ま
ち
を
な
お
さ

せ
る
こ
と
」
で
す
。
差
別
の
こ
と
は
や

動
作
あ
る
い
は
差
別
観
念
は
、
単
に
そ

の
人
個
人
だ
け
の
意
識
や
心
持
ち
か
ら

生
ま
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
と

り
ま
く
社
会
的
関
係
か
ら
も
生
ま
れ
る

も
の
で
す
。
そ
こ
で
社
会
的
に
明
ら
か

に
す
る
も
の
で
そ
の
原
因
を
つ
き
と
め
、

だ II{{利155年 7111H一一一11的ー

同和問題を考える | 

理解のために

基本的

えつ

く しで
過大ま
こ勢す市
しの 。{封
ま皆ご地
しさ浮ての
よん知交
うがく通
。参だ規

力日さ待IJ

しい(
て 。左

図
楽 )

しを

テレビによる7月の防災キャンぺーン
ごぞんじですか 一防災ミニ百科一

放送局......信越放送 (SB C) 

放送日時......7月の毎木曜日、午前10時25分

から同 10時30分まで

千子日
当ぃ(:-1::)市
臼ま 、自

はす十治
。で= .6.. 
-・3ス

it~ 日連
雑(11)合
がに会

予「 で
想、 l下氏sは
さ 国土
れ製 七
ま り月
す」十

の を二

そのとき あなたは 一 くらしの中の防災一

放送局-一・・・長野放送 (NB S) 

放送日時...一・ 7月の毎土曜日、午前 9時55分

から同10時 まで

災害に備えて・日頃の準備

災害に備えて・直前の準備

災害に備えて・地域の診断

避難命令が出たら

_~ì 818号 (れlza;山23)一一一広報

7月3日 災害時の応急手当

7月10日 知っておこう危険箇所

7月17日 集中涙雨とは

7月24日 集中栄雨の怖さ(事故の教訓)

7月31日 風水害と消防署

みんなで、わっしょい、

く 7 月 12 日 (士) ~13日(日)>

祇
園
祭
交
通
規
制
図

寸ilm

おんぎ

l
t
1
L
I
t
-
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u
n
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第 818号~

6日(土)

い
速
を
つ
く
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夏の夜を楽しもうfF

つ一-(11)一一一一昭和55年 7月1日 広報

ぎ

速
を
つ
く
つず，、申

し
込
も
う

ア
月
刊
日
附
ま
で

市
民
の
祭
り
「
上
回
わ

っ
し
ょ
い
」

も
、
今
年
で
九
回
目
を
迎
え
ま
す
。

七
月
二
十
六
日
出
の
夜
は
、
家
族
そ

ろ
っ
て
夏
の
夜
を
楽
し
く
過
ご
し
ま
し

ト
品

、
「
ノ
。

「連」

の
申
し
込
み受

付
け

七
月
一
日
か
ら
「
連
」
の
申
し
込
み

受
付
け
を
し
て
お
り
ま
す
。

自
治
会
、
職
場
な
ど
で
踊
り
連
、
み

こ
し
連
、
太
鼓
連
の
連
づ
く
り
を
始
め

ま
し
ょ
う
。

申
し
込
み
は
、
左
記
の
ハ
ガ
キ
の
要

領
で
、
市
役
所
二
階
観
光
課
内
「
上
田

わ
っ
し
ょ
い
仮
事
務
所
」
へ
お
願
い
し

ま
す
。国 固固固で

主上苫
也 九 回 目
苛ア+ 市

仮乙空室
事長員 L
務元::
所空品
行 口 16

」

飾品

リし

末

名 名 旦

連
名
「

人

数

お

と

な
{
.
奪
盆
以
上
-

小
暗
+
生

回
博
名

代
表
署
名

住
所

電
位

そのと

(敬称略)

氏 名 {主 所 電話 氏 名 住 所 電話

中沢てい子 上川原柳1494-1722-9361 池田武子 常磐城1-7-19 24-8990 

西沢貞子 常磐城 1 - 7- 1 ~ 22-8985 三輪歌子 中央3ーか22 24-0825 

近藤敏子 中央西2-5-2 22-1674 菅沼せきじ 上塩尻206-7 Fid 2-9007 

徳武志げ美 中央3ーシ19 22-2460 藤華三丸 中央6-8-4 22-8947 

水野 錦子 五加1149-1 38-2414 滝沢良江 中央北2-7-2 23-1438 

羽田ゆり子 中央2-6-11 22-1774 市川久子 岡734 31-3305 

中村 久枝 川辺町872 22-4819 清水とし子 天神4-21-7 24-5344 

山崎よしゑ 上川原柳1757-8 22-5684 高橋きみ子 千曲町27 22-8321 

両角かね代 三好町520 24-8357 山岸常敏 千曲町1011-90 27-1336 

金沢佐多子 中央2-24-3 23-0582 小松雪子 緑が丘1-10-20 22-70ー7ー2ーl
倉沢とき子 染屋2062-8 24-1037 佐藤恵美子 上沢1471-20

上回わっしょい踊り講師一覧表
踊
り
の
練
習
は

講
師
が
必
要
な
連
に
は
、
上
回
民
踊

連
合
会
の
会
員
の
方
が
指
導
に
行
き
ま

す
。
講
師
の
皆
さ
ん
の
連
絡
先
は
、
有

表
の
と
お
り
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
最
寄
り

の
講
師
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
講
師
へ
の
謝
礼
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
が
、
送
迎
を
お
願
い
し
ま
す
。

当
日
の
交
通
規
制
な
ど
に
つ
い
て
は
、

次
号
の
「
広
報
う
え
だ
」
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

申
し
込
み
締
め
切
り
日
は
、
七
月
十

ハ
日
嗣
で
す
。

締
め
切
り
日
を
過
ぎ
て
か
ら
の
申
し

込
み
は
、
連
の
出
発
場
所
の
位
置
な
ど

の
関
係
か
ら
受
付
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

締
め
切
り
日
を
厳
守
し
て
く
だ
さ
い
。
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(五
月
三
十
一
日
現
在
)

次
の
皆
さ
ん
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

つ
つ
し
ん
で
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

えつ_~ 818号 (肘諸説23)一一一広報

高
槻
勇
さ
ん

中
央
西
一
丁
目
(
北
大
手
町
)

今
溝
け
さ
の
さ
ん

中
央
東
(
下
川
原
柳
町
)

田
守
文
子
さ
ん

中
央
一
丁
目
(
鷹
匠
町
)

宮
之
上
幸
子
さ
ん
宮
之
上

金

井

喜

さ

ん

下

吉

田

丸

田

八

千

代

さ

ん

岡

(らしを守るあなたの国民年金

(国保年金課国民年金係官⑫4100 内線284

~ 有線②0711>
(3⑥ 

提出時期が変わった現況届

7月16日

号9 

七

青
柳
幸
次
郎
さ
ん

常
国
二
丁
目
(北
常
回
)

本

間

良

介

さ

ん

鈴

子

山
浦
の

ぶ
よ

さ

ん

学

海

南

宮

沢

就

一

き

ん

西

前

山

無

雁

万

起

き

ん

学

海

北

中

村

ま

っ

さ

ん

笹

井

竹
内
よ
し
の
さ
ん

中
央
四
丁
目
(
上
紺
屋
町
)

久
保
田
陽
二
郎
さ
ん

小
井
田

高
沢
愛
男
さ
ん

中
央
一
丁
目
(
鷹
匠
町
)

滝

沢

勝

き

ん

上

室

賀

橋

詰

栄

さ

ん

天
神
四
丁
目
(
南
天
神
町
)

大

矢

春

三

郎

さ

ん

神

畑

近
藤
い
く
子
き
ん

学

海

南

山

本

操

さ

ん

中

之

条

清

水

威

き

ん

上

室

賀

竹
内
福
次
郎
さ
ん

常
国
二
丁
目
(
中
常
国
)

馬

場

斉

さ

ん

上

塩

尻

水

野

隆

平

さ

ん

五

加

西

沢

雅

子

き

ん

上

室

賀

相

沢

よ

し

は

さ

ん

御

所

小

平

キ

ヨ

さ

ん

奈

良

尾

堀

部

き

く

よ

さ

ん

岡

北
沢
重
利
さ
ん

常
国
二
丁
目
(
上
常
国
)

{呂
下
健
市
き
ん

秋

和

横

関

徳

一

さ

ん

神

畑

南
波
幾
喜
さ
ん

川
辺
町

田
中
ふ
じ
を
さ
ん

中
之
条

竹

内

ユ

キ

子

き

ん

上

田

原

宮

之

上

く

や

さ

ん

宮

之

上

岩

崎

豊

保

さ

ん

大

屋

佐
藤
み
や
子
き
ん
朝
日
ケ
丘

武
捨
武
次
さ
ん

八 八七七七
七 O 三七六六

八 八
四四

六
八

九
一

七。五
三

六一ニ
七
六

八八六六七
六七二一七

国民年金の老紛年金、通算老齢年金を受けている方か

ら徒出していた だて現況届の提出時期が今年の 4月から

まわりま した。 これまでは生まれ月に関係なく、どなた

も毎年 2月15日までに提出していただきましたが、今後

I~ 、ニ'本人の生まれ月の末日までに提出していただくこ

とになり まし た。例えば、 7月生まれの方は、今月 31日

までに提出していただくわけです。

現況届は、 国民年金を受けている方が、引き続いて年

金を受け られる かどうかを調べ る大切な手続きです。そ

の提出を怠ると 、年金の支給を止められることがありま

すか ら、ご注意く ださい。

現況届の用紙は、提出時期のおよそ 1か月前に社会保

険庁からお送 りしますので、必要な事柄をご記入のうえ、

市役所市民課または笠殿・塩田・川西の各支所で証明を受

けて社会保険庁へ返送してください。

住金J

七一五
五

八
O

一一一一一六
五

七
五

八
O

中
央
北

一
丁
目
(新
田
)

中
曽
根
恒
治
さ
ん

神
科
新
屋

高

橋

ゆ

き

さ

ん

五

加

渡

辺

甫

文

き

ん

分

去

佐

藤

千

実

さ

ん

長

島

磯
村
ま
つ
江
き
ん

常
田
二
丁
目
(
上
常
国
)

山

辺

け

さ

い

さ

ん

下

堀

片

岡

庫

次

さ

ん

中

野

林
と
ら
お
さ
ん

常
田
二
丁
目
(
上
常
国
)

深
町
道
江
さ
ん

常
入
一
丁
目
(
染
屋
)

柳

沢

志

げ

よ

さ

ん

大

屋

春

原

い

ち

さ

ん

上

塩

尻

小
市
い
わ
の
さ
ん

緑
が
丘
一
丁
目
(
新
屋
)

三八九五七八七八七
O 九四一八 O 九 O 八

上
田
市
は
、
千
曲
の
清
流
と
、
上

回
城
に
象
徴
さ
れ
る
自
然
と
人
と
が

調
和
し
た
、
住
み
よ
い
ま
ち
で
す
。

わ
た
し
た
ち
市
民
は
、
自
ら
の
英

知
と
努
力
に
よ
り
、
さ
ら
に
す
ば
ら

し
い
ま
ち
に
す
る
願
い
を
こ
め
て
、

こ
こ

に
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

ミ，'/.，

た ちは
リグ〉に

とな 1) 六 六 六 七 六
九九七 一九

児
玉
は
つ
子
さ
ん

芹
沢
省
吾
さ
ん

大

沢

末

さ

ん

牧
野
常
太
郎
さ
ん

清
水
市
助
さ
ん

中
村
袈
裟
き
ん

松
下
れ
ん
さ
ん

国
分
一
丁
目
(上
堀
)

石

井

か

つ

代

さ

ん

小

泉

小
宮
山
忠
雄
き
ん

中
央
四
丁
目
(
柳
町
)

竹

内

キ

ン

さ

ん

山

田

深

町

勘

真

さ

ん

山

口

北

沢

功

さ

ん

常
磐
城
五
丁
目
(
城
北
)

松
山
達
郎
さ
ん

中
央
二
丁
目
(
本
町
)

ノ、

上中金小倉新
or 

沢田井泉升田

八八八八四五
四 0 二五三四

九
二

八
O

七
五

七七
七九

七
七

七
二

七
五

八
三

三
八

六一二
八
三

四

八
四

自
然
に
感
謝
し
、
き
れ
い

な
水
と
空
気
を
守
り
、
緑
の

あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

で

か

ら

だ

を

き

た

え

、

教

養

を

高

め

、

豊

か

な

文

化

を

育

て
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
人
々
の
善
意
を
と
う
と
び
、

あ
た
た
か
い
心
が
ふ
れ
あ
う

ま

ち

に

し

ま

す
。

一
、
産
業
を
伸
ば
し
、
働
く
よ
ろ

こ
び
を
大
切
に
し
て
、
活
気
に

み
ち
た
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
平
和
と
自
由
を
求
め

、

広

く
世
界
に
目
を
向
け
た
明
る

い
ま
ち
に
し
ま
す
。
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